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里親支援センター等職員の人材育成に係る研修について 

 

 

 里親養育包括支援（以下「フォスタリング」という。）業務においては、里

親制度の広報・リクルート、里親等に対する研修、里親等とのマッチング、里

親等養育の支援及び委託児童の自立に向けた支援等の各段階において、里親等

とこどもについての適切なアセスメント、里親等との信頼関係を基盤とした里

親等養育の支援に加え、関係機関との連携等があり、その業務を担う職員の十

分な専門性と支援を遂行するための資質・能力等が求められることから、フォ

スタリング業務を担う職員が受講する研修として、従来、「フォスタリング機

関職員の人材育成のポイント及びフォスタリング機関職員研修カリキュラム等

の策定に係る業務報告書（平成 31（2019）年３月みずほ情報総研株式会社）」

の内容を踏まえ、研修が実施されてきたところである。 

 このような中、児童福祉法の一部を改正する法律（令和４年法律第 66 号）

により、令和６年４月から新たに「里親支援センター」を児童福祉施設として

位置づけ、包括的な里親支援体制の更なる強化を図ることとし、その体制の強

化に向けた取組が求められている。 

 今般、令和５年度こども・子育て支援推進調査研究事業「里親支援業務に関

する普及啓発から効果的な人材育成に関する調査研究」を実施し、里親支援セ

ンター職員等の里親等養育の包括的な支援体制の整備、養育の質の向上を目指

すことを目的に、下記のとおり研修カリキュラムを策定したので、各都道府県

等におかれては、本通知を参考に里親支援センター等職員の研修実施又は受講

に努めていただきたい。 

 

 

記 

 

 

１ 研修の趣旨・目的 

  フォスタリング業務を担う職員は、十分な専門性と支援を遂行するための
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資質・能力等が求められる。里親支援センターが児童福祉施設に位置付けら

れ、里親等委託の推進に向けて、さらに質の高い里親等養育支援を実現する

ことが必要であり、これらの支援の担い手となる職員の資質の確保と向上を

図ることを目的とする。 

 

 

２ 対象者 

  児童相談所や都道府県等、里親支援センター、ＮＰＯ法人等の民間フォス

タリング機関、乳児院、児童養護施設等、里親会等の職員とする（職員候補

の者やこれからフォスタリング業務に携わることを検討している者も含む）。 

 

 

３ 研修内容 

  標準的なカリキュラムは、別紙「里親支援センター等職員の人材育成研修

カリキュラム」（以下「別紙カリキュラム」という。）のとおりであるが、必

要に応じて時間数を延長することや必要な科目を追加しても差し支えないも

のとする。 

  なお、社会情勢等に応じて、研修で扱う内容を工夫すること。 

 

 

４ 留意事項 

 ・本研修については、これからフォスタリング業務に携わることを検討して

いる者も受講できるようカリキュラムを組んでいるため、研修受講者の経

験年数や役職等に応じて、研修内容を工夫すること。 

 ・研修の開催方法については、地域の実情等に応じて、対面やオンデマンド

等適宜工夫して実施することが可能である。なお、演習については、対面

で実施することが望ましい。 

 ・別紙カリキュラムの④フォスタリング業務総論と⑤フォスタリング業務各

論１については、不可分の内容であるため、研修講師の判断で、両科目間

の内容を組み替えても構わない。 

 ・別紙カリキュラムの⑩演習３は、例えばグループワークとロールプレイの

それぞれの方法で実施しても構わない。 

 ・本研修全体の振り返りを行う時間を設けること。 

 

 

５ 参考 

 ・令和５年度こども・子育て支援推進調査研究事業「里親支援業務に関する

普及啓発から効果的な人材育成に関する調査研究報告書」（日本福祉大学

ＨＰアドレス） 

  https://nfu.repo.nii.ac.jp/records/2000172 
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（別紙） 

里親支援センター等職員の人材育成研修カリキュラム 

科目名 
時間

数 
内容 研修例 

１．講義 

①里親養育原論１

「こどもの権利と   

心身の発達」 

1.5～2 

時間 

程度 

・こどもの権利 

・こどもの心身の発達 

等 

○こどもの権利 

・社会的養護における権利擁護 

（子どもの権利に関する条約） 

・児童福祉法、こども基本法 

・社会的養護の原理 

・こどもの権利擁護に関する指針等 

・要支援児童・要保護児童・社会的養護を必要 

とするこども 

・社会的養護のこどもが抱えがちな問題 

○こどものこころの発達 

・アタッチメント 

・エリクソンの発達理論（ライフサイクル） 

○こどもの発達を脅かす要件、支える要件 

・小児期の逆境体験 

・マルトリートメントの将来への影響と保護要件 

・トラウマ、PTSD（心的外傷後ストレス障害）症 

 状 

・トラウマからこどもを守るアタッチメント・シ 

ステム 

・二次障害 

・養育、支援の視点 

 

②里親養育原論２ 

「現代の家族像と

関連法制度、社

会的養護」 

1.5 

時間 

程度 

 

・現代の家族・法制度 

・社会的養護        

 等 

○現代の家族、法制度 

・現代の家族の理解 

・家族に関係する法制度 

・こどもと家族を支えるための様々な社会サービ 

スや社会資源 

○社会的養護 

・社会的養護の理念と必要な背景 

・社会的養護における家庭養育推進 

 

③里親養育原論３ 

「里親制度と里親

支援、フォスタ

リング業務の在

り方」 

1.5 

時間 

程度 

・里親制度 

・里親と実親の関係性 

・里親養育に関する留意事項 

 等 

〇里親制度とは 

・里親制度の動向と概要 

○里親と実親の関係性 

・里親と実親の関係の理解 

○里親養育に関する留意事項 

・被措置児童等虐待 

・里親と実親とこどもの交流、家庭復帰 

・里親の喪失感 

・里親の強みに着目したサポート  
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科目名 
時間

数 
内容 研修例 

④フォスタリング

業務総論 

1.5 

時間 

程度 

 

・フォスタリング業務とは  

・フォスタリング業務の原則 

（実践哲学）  

・里親支援センターの職員に求め

られる資質  

・フォスタリング業務を実践する

上での姿勢  

・関係機関・社会資源・支援制度    

 等 

・情報管理・守秘義務     

             等 

 

 

○フォスタリング業務とは 

・フォスタリング業務の定義・原則 

・里親支援センターの役割 

・里親支援センターの職員に求められる資質 

○関係機関・社会資源・支援制度等 

○情報管理・守秘義務 

 

⑤フォスタリング

業務各論１ 

「里親養育支援

論」 

1.5 

時間 

程度 

 

・具体的支援技術（関係を築く

力、話を聴き理解する力等）  

・支援の流れに応じて必要となる

技術（登録、研修、マッチン

グ、委託、解除） 

・こどもの発達・心理に関する基

礎知識 

・社会的養護を必要とするこども

の発達・心理的課題の特徴 

・アタッチメント 

・こどもの安全 

・アセスメント 

・親子関係再構築支援、家族再統

合支援 

・面接、事例検討を行うための知

識技術           

             等 

 

 

○具体的支援技術（関係を築く力・話を聴き理解

する力） 

○その他の具体的支援技術 

○支援の流れに応じて必要となる技術 

○里親養育におけるこどもの理解と対応 

・発達特性への理解 

・虐待やネグレクトの影響 

・アタッチメント 

○こどもの安全 

○アセスメント 

・アセスメント 

・包括的アセスメント 

・リスクアセスメント 

○親子関係再構築支援、家族再統合支援 

○面接、事例検討を行うための知識・技術 

 

⑥フォスタリング

業務各論２ 

「チーム養育協働

論」 

1.5 

時間 

程度 

・チーム養育、関係機関連携・協

働 

・連携・協働先に関する理解 

・チーム養育・協働のための技術   

              

             等 

 

○チーム養育、関係機関連携・協働 

・里親家庭と地域社会の関係 

・協働による里親養育の必要性 

・里親家庭にとっての協働者（支援者） 

○連携・協働先に関する理解 

・里親家庭と協働者（支援者）の関係 

・協働者間の関係 

○チーム養育・協働のための技術 

・協働を難しくする障壁等 

・協働による里親養育のための準備 

・協働による里親養育のため効果的だと思われる 

考え方や行動 
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科目名 
時間

数 
内容 研修例 

 

⑦フォスタリング

業務各論３ 

「広報と里親のリ

クルート」 

 

 

1.5 

時間 

程度 

 

・広報 

・リクルート  

             等 

○里親制度の普及啓発 

○リクルートの活動内容 

２．演習 

⑧演習１ 

「研修受講動機・

目的の確認 意

見交換・情報交

換」 

1.5～2 

時間 

程度 

 

・研修受講動機・目的の確認、意

見交換・情報交換を行う 

・里親養育原論、フォスタリング

業務総論で取り扱った内容を深

める  

・主な方法をグループワークとす

る 

             等 

 

〇目的確認、問題意識の共有、各地域の支援ニー

ズとそのための体制や取組 

⑨演習２ 

「事例検討」 

1.5～2 

時間 

程度 

 

・フォスタリング業務各論１（里

親養育支援論）で取り扱う内容

を演習によって深める 

・主な方法をグループワークやロ

ールプレイとする          

等 

 

○事例検討 

・アセスメント、包括的アセスメント 

・親子関係再構築支援、家族再統合支援 

⑩演習３ 

「チーム養育・協

働」 

3～4 

時間 

程度 

・フォスタリング業務各論２（チ

ーム養育協働論）で取り扱う内

容を演習によって深める 

・仮想事例（ジェノグラム、エコ

マップ）を作成の上、主な方法

をグループワークやロールプレ

イとする 

等 

○連携・協働先に関する理解 

・里親同士のつながり、関係づくり 

○チーム養育・協働のための技術 

・関係機関ネットワークの構築、他分野の知識、 

情報等の収集、応援ミーティング、チームミー 

ティング 

⑪演習４ 

「グループ討議・

発表」 

1.5～2 

時間 

程度 

 

・フォスタリング業務各論３（広

報と里親のリクルート）で扱っ

た内容を演習によって深める 

・主な方法をグループ討議や発表

とする 

         

等 

 

〇取組具体例の共有 

 


